06年度　先輩企業人による少人数教育 リスト　　　Ver. 7（06/06/24）
左から順に、通番、チューターの 名前、卒業年、勤務先、タイトル　を示します。

1　
河合 良文　
72   電通 第5クリエーティブ・ディレクション局
「広告の現在(いま)」
2　
吉本 卓雄　
72   東京海上日動火災保険 中国・四国本部　「広島からの通信教育とたまの補講スクーリング」
3　
久布白 寛　
74   総務省 政策統括官　　　　　　　　　　
「情報通信、政治・経済、ワイン」


安孫子 美良
88   NTT東日本 コンシューマ事業推進本部　　

4  
中尾 映三　
74   伊藤忠商事（出向：ｼｰｱｲ繊維ｻｰﾋﾞｽ）
「ファッション産業、ブランドビジネス」

5  
山崎　公　
74   JALホテルズ 経営企画室
「ホテルビジネスの実際」

6
石原 幸継
75
丸紅 輸送機・産業システム部門
「ITを利用したビジネス展開」

7　
工藤 祐司　
75   ジャパン・イーマーケット　　　　　　　　
「営業とは何か」

8　
堀井 茂　　
76   堀井会計事務所　　　　　　　　　　　　
「税金に関する話」

9 
本山 博史　
77   みずほコーポレート銀行 IT・システム統括部
「グローバル& IT」
10 　深沢 英昭　
78   東京海上キャピタル　　　　　　　　　　　　
「経済感覚の磨き方1.5」

11  
小山 信温  
79   農林水産省大臣官房地方課  
「日本の行政、食と緑とデュアルライフを考える」

12　
田村 雅靖　
79   富士通総研　　　　　　　　　　　　　　
「情報通信技術と金融ビジネス」

13　
鈴木 康之　
80   ネットワーク専門ライター・編集者　　　　
「ネット、編集、出版、・・・ 」

14  
江川 透 
83   みずほフィナンシャルグループ 経営企画部
「金融機関のCSR(企業の社会的責任)戦略」

15　
岸本 博之　
83   NTTデータ モバイル& ICメディアサービスユニット　「情報システムあれこれ」

16
久村 俊幸
83
東京海上アセットマネジメント投信
「仕事に必要な能力：思考力と発表力」

17　
中里 宏史　
83   JFEスチール 建材営業部 土木建材室　
「日本鉄鋼業を取り巻く環境」

18
坂野 俊哉
83
ブーズ・アレン・ハミルトン
「マネジメントコンサルティングとは」
19
樗木 浩司
85
みずほ銀行 板橋支店　　　　　　　　　　　
「金融の現場のお話」
20
飯田 豊彦
86
飯田　　　　　　　　　　　　　「家業・同族企業の経営 ― 特に経営者の仕事について」
21　
小林 一健　
86   三菱東京UFJ銀行 秘書室　
「ビジネスマナーの基礎」

22
岡本 晴彦
87
クリエイト・レストランツ
「会社経営という仕事」
23　
山本 秀一　
87   チューリッヒ生命
「的確なターゲットに、もののよさを上手に伝えて選んでもらう術」

24　
楠 誠晃　　
89   みずほ証券 エクイティ企画部　　　
「株式市場について」

25　
杉江 美樹　
93   サントリーSCM推進部 　　　　　　　　　
「マーケティングの実際～魅力ある商品
　
笠間 健太郎
93   電通 第17営業局 アカウントプランニング部　　　　　を開発し、売るための知恵とは」

26
大島 健志
95 
東京電力 経理部決算グループ
「公益事業の経営」
27　
富田 誠一郎
95   エムエムネット　　　　　　　　　　　
「プレゼンテーション」
28
三木 雄信
95
モビーダ・インベストメント
「ネット・ゲーム業界のトレンド」

29
大坪 陽介
04
ピーアイ
「“しゃべり場”～ファッション業界の現実～」

久間 一慶
04
ジャンニ ヴェルサーチ ジャパン
上記の各チュートリアルの実施概要は次のＵＲＬを参照すること：http://www.daito.ac.jp/~umesawa/tutorial/06/
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

　　　　先輩企業人による少人数教育（チュートリアル）実施要綱         第５版　 (06/5/10)

１．趣旨：　私／公企業人の実務家が、先輩としての私人の立場から、経営学を専攻中の学生に対する梅沢の教育を補佐する目的で、勉学を中心とする大学生活の送り方や、将来の進路を選択する際の基本的考え方などを、「寺子屋」的なシチュエーションでチューターとして自由に個人指導する。単位・成績の認定は行わない。また、チュートリアルへの参加・不参加は、履修中の授業の単位・成績の認定にはまったく無関係である。
２．参加学生数：　１チュートリアルあたり２～８人。

３．実施場所：　チューターに都合の良い場所（夕刻、週末における大東文化大学板橋校舎等の利用も可能）。

４．実施時間：　終業後、週末など適当な時間帯。

５．実施頻度：　１～１.５ヶ月に１回を目処とする。

６．継続期間：　１年。

７．対象学生：　大東文化大学経営学部／日本大学経済学部での梅沢担当の授業・演習を履修中の１～４年生。

８．参加費：　無料。

９．事故等不測の事態に対する賠償：　すべてオウンリスクの原則に基づく。

以上
